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人の歯周病原性細菌は，主として偏性嫌気性菌で構成

される［1h3］．それらの細菌は，培養そのものが困難あ

るいは生育がきわめて遅いなどのために見落とされてき

たものが存在した［3］．しかし，近年は培養法に代わり

Polymerase chain reaction（PCR）法による分子生物学

的手法が用いられるようになり，人ではPorphyromonas

gingivalis及びAggregatibacter actinomycetemcomitans

などのグラム陰性嫌気性菌が歯周病原性細菌として代表

的であると報告されている［1］．一方，動物の歯周病原

性細菌については確定されていないが，犬ではPorphy-

romonas gulae，Porphyromonas salivosa及びPorphy-

romonas denticanisが，そして猫では P. gulae及び

Tannerella forsythiaが検出されている［2, 4h6］．フェ

レットに関しては，実験的に作出した歯周炎の歯周ポケ

ットから採材した膿汁の培養と生化学的反応性に基づき

P. gingivalis， Fusobacterium sp.及び Eubacterium

sp.が検出されている［7, 8］が，分子生物学的手法によ

る報告は実験例及び臨床例ともに皆無である．

今回，重度の歯周炎に罹患したフェレットの歯周ポケ

ットから，分子生物学的に人の歯周病原性細菌8菌種の

検出を試みたので概要を報告する．

材 料 及 び 方 法

症例は，フェレット，避妊手術済雌，3歳3カ月齢，

体重920gで，食欲はあるが食べにくそうな仕草をする

ことを主訴に著者の動物病院へ来院した．右上顎第2及

び第3前臼歯周囲の歯肉の退縮，浮腫，出血及び歯周ポ

ケットからの膿汁の排出が認められ（図1），同部周囲の

触診を極度に嫌った．さらに，口腔内全域に歯石沈着が

観察された．その他身体検査上異常所見は認められなか

った．X線検査（図2）では，病変部周囲顎骨の水平吸

収像が認められ，血液検査では，総白血球数（19 .3 ×

109/l）とALT（413 IU/l）が増加していた．以上の所

見から重度の歯周炎と診断し，全身麻酔下での膿汁採材

及び歯科処置を行った．麻酔はミダゾラム0.2mg/kg，

ブトルファノール0.2mg/kg及び塩酸ケタミン5mg/kg

の筋肉内投与後に挿管し，イソフルランの吸入により維

持した．また，抗生物質（アンピシリンナトリウム

20mg/kg）及び非ステロイド系消炎鎮痛剤（メロキシ

カム0.2mg/kg）を皮下投与した．右上顎第2及び第3

前臼歯部の頬側の歯周ポケット深部から綿球径1.9mm

の滅菌綿棒（メンティップ，日本綿棒譁，埼玉）で検体

採取後，歯石除去，口腔内洗浄及び右上顎第2，3前臼

歯の抜歯を行った．両歯ともに軽度に動揺しており，歯
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科用エレベーターを使用し，比較的容易に抜歯が可能で

あった．抜歯窩はラウンド鋭匙で掻爬後，歯科用抗生物

質であるテトラサイクリン製剤（オキシテトラコーン歯

科用挿入剤5mg，昭和薬品化工譁，東京）を挿入し，

モノフィラメント合成吸収糸（5h0 PDS蠡，ジョンソ

ン・エンド・ジョンソン譁，東京）で歯肉を縫合した．

術後10日間，抗生物質（アモキシシリン20mg/kg 1日

2回，クリンダマイシン5mg/kg 1日2回）を経口投与

した．その後，経過は良好で歯周炎は沈静化し，抜歯部

周囲の触診を嫌う仕草が見られなくなった．

PCR法による歯周病原性細菌の検出：DNA抽出キ

ット（QIAamp DNA Mini Kit, QIAGEN, Germany）

を用いて検体からDNA抽出後，抽出溶液をPCRを行う

まで－30℃に保存した．Ashimotoら［1］の方法に基

づいて，人の歯周病原性細菌として一般的なA. actino-

mycetemcomitans，Campylobacter rectus，Eikenella

corrodens， P. gingivalis， Prevotella intermedia，

Prevotella nigrescens， T. forsythia及 び Treponema

denticolaに対するPCRを行った．PCR終了後，PCR

反応液をエチジウムブロマイド加1％アガロースで電気

泳動を行い，紫外線照射下でPCR産物の存在の有無を

確認した．予想された長さのバンドが認められたPCR

反応液については，確認のために P C R 産物の精製

（ QIAquick PCR Purification Kit, QIAGEN, Ger-

many）を行った後，ダイレクトシークエンス法にて配

列を決定した．決定した配列についてBLASTプログラ

ムにより，類似の配列を検索した（http://blast.ncbi.

nlm.nih.gov/）．

結　　　　　果

歯周病原性細菌特異的 PCRでは，P. gingivalis及び

T. forsythiaでアガロースゲル上に予想された長さのバ

ンドが認められた．これらのPCR産物の配列を決定した

ところ，P. gingivalisに対するPCR産物では，364bpの

配列が得られ，BLAST検索では P. gulaeの16S rRNA

遺伝子（GenBank accession番号，AB547663）と配

列が一致した（100％）．また，T. forsythia陽性サンプ

ルからは510bpの配列が得られ，BLAST検査の結果，

T. forsythiaの 16S rRNA遺 伝 子 （ DQ344915） と

99 .8 ％（509/510）の類似性を示した．以上の結果か

ら，本フェレット歯周ポケットからの検出菌はP. gulae

及びT. forsythiaである可能性が高いと判断された．

考　　　　　察

今回，フェレットの重度歯周炎の歯周ポケットから，

人，犬及び猫と同様の嫌気性菌が分子生物学的に初めて

検出された．分子生物学的手法による嫌気性菌の検出

は，培養法と異なり検体の保存，輸送，あるいは増殖過

程における細菌の死滅，及び培養中のコンタミネーショ

ンの影響を受けずに，目的とする細菌の遺伝子レベルで

の検索が可能である［3］．Fischerら［7, 8］の報告で

はフェレットの実験的歯周炎から P. gingivalisが検出

されており，犬・猫においても同様の細菌が検出されて

きた［5］が，それらの同定法は分子生物学的手法が用

いられていなかった．近年の分子生物学的手法の発達に

より，犬・猫から検出されたP. gingivalis様の細菌は，

DNA配列の違いからP. gulaeであることが明らかにな

っており［5, 6］，本症例のフェレットからもP. gulaeが

検出された．したがって，Fischerら［7, 8］の報告に

よるフェレットからのP. gingivalisの検出は，分子生物

学的手法を用いたならば，P. gulaeであった可能性も考

えられる．一方，今回検出されたT. forsythiaは，人の

歯周病原性細菌の一つであり，同菌は人と猫の共通の菌

種であることが分子生物学的に認められ，過度の接触に

歯周ポケットから嫌気性菌を検出したフェレットの1例
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図1 右上顎第2及び第3前臼歯周囲の歯肉の退縮，浮腫，

出血及び歯周ポケットからの膿汁の排出が認められる

（矢印）．

図2 X線像．病変部周囲顎骨の吸収像が認められる（矢
印）．



よる相互感染の可能性が示唆されている［2］．以上のこ

とから，今後フェレットにおいても，分子生物学的手法

による調査が必要であると考えられた．

伴侶動物として飼育されているフェレットにおいて，

本症例のように歯周炎に罹患している個体は少なくない

［9］．フェレットの歯周炎の病態は人と同様であり［10］，

また，犬では歯周炎と心臓及び腎臓の病理組織変化との

関連性が報告されている［11］．したがって，フェレッ

トに対するデンタルケアの推奨による健康維持の必要性

及び口移しで食事を与えることの危険性など，飼い主に

対する啓発が望まれる．

動物の口腔内には常在菌を含めて多種類の細菌が存在

するため，今回の検出細菌が本フェレットの歯周炎と関

連しているかは断定できない．フェレットの歯周病原性

細菌を明らかにするためには，対象菌種を広げた調査及

び検出される細菌による実験的歯周炎の作成［12］が必

要であると考えられた．
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Porphyromonas gulae and Tannerella forsythia Detected 
from Periodontal Pockets in a Ferret
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SUMMARY

A 3-year-old spayed ferret presented with a primary symptom of difficulty prehending food. Severe peri-
odontitis in the right maxillary second and third premolar roots were observed.  After matter sample was col-
lected from the bottoms of the periodontal pockets, dental scaling, and tooth extraction were performed.  The
positive presence of Porphyromonas gingivalis and Tannerella forsythia was observed using a polymerase chain
reaction method for identifying 8 common human periodontopathic bacteria, with lengths of 364 bp and 510 bp
measured by direct sequencing, respectively.  The sequences showed 100% and 99.8% similarity to the 
16S rRNA gene in P. gulae and T. forsythia, respectively.  This study shows, for the first time, molecular detec-
tion in a ferret of anaerobic bacteria from periodontal pockets identical to those found in humans, dogs, or cats.
― Key words : ferret, PCR, periodontitis.
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